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細胞分裂軸の新たな制御機構の解析と皮膚の形成・
恒常性維持における役割
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生体内では、細胞は決められた軸に沿って分裂
することがある。この細胞分裂の軸方向は、皮
膚など様々な組織の形づくりに重要である。最
近、細胞分裂軸の異常は腫瘍形成と関連するこ
とが指摘されており、分裂軸を決める分子機構の
解明が期待されてきた。しかし、アプローチ法の
限界のため、その分子実態は不明であった。

新規分裂軸制御因子ABL1の同定
培養細胞を利用した簡便な分裂軸解析系を用いて分裂軸制御に必要な遺伝子を網羅的に探
索した結果、ABL1を同定した。ABL1は進化的に保存された主要な分裂軸制御因子である
LGN/NuMA複合体を直接制御することが分かった。また、ABL1は皮膚組織でもLGNと
NuMAと分裂軸を制御することを証明した。

本研究では、哺乳類培養細胞で簡単に分裂方
向を検討できる実験系を用いることで、分裂軸を
制御する責任遺伝子の網羅的探索を行い、新
規の制御因子を同定する。さらに、得られた制
御因子がマウス皮膚における分裂軸を制御する
可能性を検討し、これまで困難であった生体内で
の分裂軸制御機構の解明を目指す。
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皮膚幹細胞は分裂軸を制御することで、皮膚
組織の細胞数を一定に保つが、ライフステー
ジに応じて皮膚面積は大きく変動する。特に
妊娠においては、胎児の成長に対応するた

め皮膚伸展をオンにするシステムが存在する
と考えられる。本研究を基に、妊娠などライフ
ステージに応じた幹細胞の分裂・増殖制御の
解明が期待される。
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ABL1は皮膚基底細胞でのLGNとNuMAの
表層局在と分裂軸を制御する

明らかとなった分裂軸制御シグナルネットワーク


